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Ⅲ 自然環境教育プログラム 
 
Ⅲ－１ プログラム活用の手引き 

具体的な活動内容を示したのが、この章の「自然環境教育プログラム」で

ある。以下では各々のプログラムのページの見方を解説する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各プログラムで最終的に到達させたい目

的を「ねらい」として掲げた。「ねらい」はあくま

でも生徒自身が体験活動を通して「気づく」

ことを主眼とするが、必要に応じて教える。 

 

プログラムにおける中間目標でもある「具

体的な学習内容」を掲げ、活動を積み上げ

ることによって最終的な「ねらい」に到達でき

るよう配慮した。これらはあくまでも事例であ

り、フィールドの状況や天候・季節・指導者

等の要因によって、より適切なプログラムに修

正しながら実践して頂く。 

 

「学習の背景」はプログラムの意図であり、

その背後にある必要性を説明している。 

 

「支援機関」はプログラムを実施する際に

講師派遣や機材の貸出、ノウハウ提供等を

行う関係機関のことである。 

 

「対象学年・教科・単元」は、プログラムと

指導要領との関連についての要望を受け追

加した。 

「授業形態」はプログラムを学校で実施す

る際の枠組みを、実施場所はプログラムが行

われるフィールドを示している。 

 
新たに追加したのが「観察方法」と「使用

する機器」の項であり、活動に観察が伴う場

合の手順や、その際に用いる機器を示して、

プログラムをイメージしやすくした。 

 「実施時期」はプログラムを実施するのに

適切な時期であり、それに要する目安時間

を「所要時間」で表した。 


